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図２ 強度試験の結果 図１ 平板形の成形型と成形体 
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木質流動成形技術は、従来技術よりも高

い自由度で木材に形状付与できるため注目

されている技術ですが、形状付与された成

形体の強度や成形体の製作の知見が少ない

ため、容易に製品開発に取り組めない課題

があります。 

マタイ。て、知見を収集した。 

 

課題解決のために、成形型の製作や成形

試験を行いました。また、成形体の方向に

よる強度差や、成形体の内部の木繊維方向

を調整することで、方向による強度差が改

善するかについて調べました。 

善に yるいた 

 

２種類の成形型を製作、成形実験を行

い、ブロック形の成形体と平板形の成形体

（図１）を製作し、成形型製作や成形条件

の知見を得ました。 

また、成形体から試験片を採取する方向

によって、大きな強度差があることがわか

りました（図２）。繊維方向をそろえて成

形した試験片の強度は無垢木材よりも向上

し、製品にした時の加わる力を考慮して繊

維を配向することで高強度の素材として使

用できます。今後も試験を行い、知見を収

集していきます。 
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